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天
禮
一
夜
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
中
　
李
松
　
誠
　
一

　
大
正
十
年
十
月
三
十
日
午
後
六
時
厘
を
出
で
＼
西
を
臨
む

草
魚
に
は
大
角
（
影
壁
）
や
角
宿
二
星
π
訴
壁
等
が
有

る
筈
で
あ
る
が
、
避
難
の
家
の
尤
宿
敵
皆
無
響
夢
）
も

共
に
謁
に
か
㌧
つ
て
見
え
な
い
。
次
の
氏
宿
直
星
徐
纒
竪
子
）

房
宿
五
星
饗
、
副
）
此
の
正
北
に
あ
毎
五
九
曇
蹴
雇

黙
〃
設
、
、
デ
藤
）
が
今
杏
は
鮮
か
で
あ
る
。
叉
．
恥
宿
三
星

（
鰻
郵
は
最
も
よ
癒
い
て
居
た
。
尾
宿
八
星
灘
、
薫

掛
、
ラ
詑
、
郵
）
は
二
＋
八
宿
の
最
南
端
に
あ
っ
て
弊
歴
か
ら

は
山
の
蔭
に
な
っ
て
一
部
は
見
え
な
い
が
、
次
の
箕
宿
等
星

翁
薩
塾
、
郵
）
は
小
さ
け
れ
こ
も
形
が
不
等
四
邊
で
見
分

け
よ
い
、
そ
の
次
の
斗
宿
⊥
ハ
星
（
灯
下
睡
η
徹
，
”
聖
）
は
北
天
の

大
熊
座
北
斗
ε
は
形
ち
は
小
さ
い
が
能
く
似
て
居
る
の
で
覚
ハ

の
星
に
長
し
て
、
詣
れ
を
南
斗
ε
い
ひ
ま
す
、
そ
し
て
房
宿

か
ら
斗
宿
に
至
る
問
に
は
天
堂
垣
て
ふ
大
い
な
る
一
座
が
あ

る
、
巡
れ
は
此
の
邊
の
大
舞
毫
で
あ
る
、
今
宵
は
】
星
も
障

り
な
く
見
え
て
居
る
、
そ
の
二
次
に
北
天
の
天
津
九
星
廟
寸

借
繋
、
ゴ
が
難
敵
）
は
丁
摩
天
河
に
橋
を
架
け
た
様
に
見
え

て
居
る
。
こ
＼
か
ら
天
河
が
東
西
二
．
派
に
別
れ
共
に
南
流
し

て
尾
宿
己
箕
宿
ε
の
間
に
合
し
て
叉
一
河
ご
な
っ
て
南
流
し

て
居
る
。
今
回
は
能
く
晴
れ
切
っ
て
居
る
か
ら
天
河
が
鮮
明

で
あ
る
、
そ
の
二
派
の
東
岸
に
は
牽
牛
（
青
年
三
星
徳
譲

星
）
西
誉
は
織
女
の
三
星
慧
ア
聾
が
よ
轟
い
て
居

る
、
其
の
．
遡
河
の
中
央
に
は
自
烏
の
飛
ぶ
が
如
き
勢
を
呈
し

て
居
る
天
津
九
星
が
あ
る
、
而
し
て
牛
宿
六
三
（
汕
捻
挫
緊
灯

毫
は
斗
宿
よ
り
墨
型
東
に
難
れ
位
置
は
黄
道
に
か
＼
つ
て

遷
れ
は
墓
（
哩
聾
）
の
み
は
大
奪
取
の
五
星
は
至
っ
て

小
さ
い
け
れ
ご
今
香
は
皆
よ
く
見
え
て
居
る
。
果
女
宿
四
星

（
蛮
講
イ
塑
）
は
星
は
小
け
れ
ざ
前
の
箕
宿
に
形
が
牙
似

て
見
分
け
よ
い
星
で
雲
、
次
が
虚
宿
斗
星
霜
曇
、
嬰
捗

れ
は
赤
道
を
跨
が
っ
て
居
る
、
其
の
次
に
花
宿
三
星
（
然
顕
唾

恢労

h
ガ
塾
）
が
あ
る
、
極
れ
は
圭
形
を
な
し
即
ち
二
等
邊
三

角
形
で
見
出
し
よ
い
星
座
で
あ
る
。
此
の
星
座
が
今
脊
六
時

孚
頃
に
は
殆
ん
ご
子
午
線
に
當
っ
て
居
る
、
其
の
正
論
に
は

入
四
曇
齢
恥
．
）
及
び
杵
霜
曇
営
繕
墨
黒
百
四
星

（
鋸
響
鰻
↓
聖
）
等
、
星
は
小
さ
を
も
解
見
え
て
居
る
。

室
二
曇
㌃
郵
座
）
壁
宿
二
星
斗
”
〃
欝
勝
）
は
共
に

赤
道
以
北
に
高
く
位
し
此
の
胃
宿
の
丁
度
分
黙
の
東
西
に
跨
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が
つ
て
共
に
．
大
星
で
鮮
か
に
輝
い
て
居
る
、
次
が
奎
宿
十
⊥
ハ

星
（
ダ
．
郵
メ
麗
綬
タ
ゼ
証
、
・
荘
・
，
い
ピ
姦
む
で
此
の

星
は
小
さ
き
も
其
の
座
は
恥
き
ぐ
不
規
則
な
る
環
石
を
な
し

て
居
て
一
つ
く
の
星
は
な
か
く
見
出
し
が
π
い
が
此
の

星
座
を
見
出
す
の
は
容
易
で
あ
る
。
其
の
磁
北
に
王
良
五
星

（勅

ｨ
”
取
可
ワ
挫
げ
聖
）
の
内
三
星
ε
訓
導
⊥
ハ
星
（
肋
∀
＃
淋
M
”
樫

些
恥
、
）
の
内
の
二
星
ε
他
の
墓
印
ち
策
（
肋
町
㌫
）
よ

り
な
る
有
名
な
る
カ
シ
オ
ペ
イ
ァ
座
が
あ
る
、
其
の
形
は
申

す
迄
も
な
く
鮮
か
に
W
形
に
見
え
て
居
る
。
北
極
星
か
ら
此

の
中
央
を
一
直
線
に
貫
い
て
極
星
よ
り
六
ε
四
ε
の
割
合
の

慮
が
丁
度
奎
宿
の
中
央
に
當
っ
て
居
る
、
此
の
外
に
は
便
よ

る
星
が
見
え
な
い
、
而
し
て
次
が
三
宿
三
星
（
牡
羊
座
べ
、
ガ
、
ア
星
）
胃

宿
三
星
（
概
、
聾
4
1
塾
）
で
今
香
は
少
し
薄
雲
が
か
Σ
つ
て
は
っ

き
り
ド
）
は
見
え
な
か
っ
た
。
其
の
眞
北
に
高
き
天
船
九
星

（ペ

V
・
デ
・
C
・
ム
外
二
星
）
は
鮮
か
に
見
え
て
居
る
、
其
の
東

天
山
際
よ
り
高
度
約
十
五
、
六
度
の
虚
に
翻
の
中
に
重
出
即

ち
ス
バ
ル
七
星
（
牡
牛
座
q
、
e
、
d
、
エ
ー
、
f
、
h
外
｝
星
）
の
一
群
が
薄
つ
す
り
見

え
、
山
際
よ
り
は
五
車
五
星
螺
讐
選
科
、
）
の
内
の
大
な

る
二
星
．
が
南
北
に
並
ん
で
見
え
だ
し
だ
。
先
づ
今
轡
は
こ
れ

を
以
っ
て
、
一
巡
見
書
し
π
か
ら
一
ε
切
り
ε
し
て
盧
に
邉

入
り
茶
を
一
服
喫
せ
ん
ε
し
ま
し
た
ら
首
が
凝
っ
て
屈
ま
な

か
っ
た
、
併
し
叉
夜
雫
頃
に
至
ら
縛
宿
三
星
偉
樫
”
毫

転
宿
七
星
（
ナ
リ
ナ
ン
座
セ
、
・
エ
プ
、
デ
、
ア
、
ガ
、
ガ
、
べ
星
）
帥
ち
有
名
な
る
オ
リ
オ
ン

座
が
中
天
近
く
登
っ
て
一
入
の
見
物
で
あ
ら
う
ε
．
心
を
残
し

て
疲
に
つ
い
た
、

　
右
は
十
月
三
十
日
夜
分
岡
山
支
部
例
會
に
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
卒
松
渤
が
自

　
宅
で
風
な
眺
め
、
想
ひ
存
岡
山
の
空
に
、
馳
ぜ
て
筆
な
執
ら
れ
た
＝
久
に
洋
名

　
々
附
加
し
た
の
で
め
る
。
西
洋
天
三
々
研
究
す
る
ご
同
時
に
支
那
天
丈
も
忽

　
に
す
べ
き
で
ば
な
い
、
蘇
に
吾
々
は
支
那
天
丈
の
知
識
な
も
併
ゼ
れ
ば
東
洋

　
丈
化
の
淵
源
准
明
に
す
ろ
こ
ご
が
孟
春
な
い
か
ら
幸
ひ
こ
の
爾
の
夜
話
に
よ

　
つ
て
入
門
か
得
た
事
か
切
に
喜
ぶ
も
の
で
あ
ろ
。
（
水
野
支
部
幹
事
）

古
川
曰
く

準
松
爾
に
空
の
一
々
見
て
直
ち
に
支
那
名
で
言
ひ
表
さ
れ
る
の
は
甚
だ
感
服

の
至
叫
で
・
恥
か
し
乍
ら
余
は
一
度
特
別
名
詞
叉
は
バ
イ
エ
ル
式
命
名
法
な

想
起
し
、
然
る
後
辛
う
じ
て
支
那
名
為
思
ひ
浄
べ
る
丈
で
然
も
其
の
鍛
に
十

個
丙
外
で
あ
ろ
。
支
那
名
ば
古
書
為
調
べ
ろ
に
是
非
ε
も
必
要
で
水
金
火
木

十山

ﾌ
戸
惑
昆
鮨
｛
化
夫
れ
晶
々
辰
星
、
太
白
、
榮
惑
、
蔵
一
星
、
鎭
星
ご
肥
壷
へ
、
臨

時
星
に
冒
も
無
恥
の
営
目
に
れ
ろ
涌
僧
り
色
々
な
名
爾
…
が
あ
る
。
例
へ
げ
…
類
聚
閾
一
史
に

延
暦
廿
二
年
（
三
宅
）
固
老
人
星
見
ピ
は
カ
ノ
プ
ス
の
現
は
れ
た
事
で
、
繍
一
日

本
訴
に
天
正
五
隼
（
中
暑
）
榮
惑
入
軒
六
七
に
火
星
が
獅
子
星
座
の
中
に
入

つ
れ
事
で
、
同
じ
本
に
零
丁
二
年
（
中
略
）
太
白
童
且
見
こ
は
金
星
が
喪
間
肉

眼
に
映
じ
た
事
で
あ
ろ
。


